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第一節と第三節で取り上げた『英訳本《短編小説選集》自   
序』（ 1933年）で、都市の大家族の中で生長し、古書と師匠の
訓育を受ける存在であり、また、生涯圧迫と多くの苦痛を受け
る農民の階層の存在を知ったと述べる ( 3 8 )。同じく第三節で取り
上げた『致蕭軍』（ 1935年）の手紙で、自分は「封建社会  に
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分けた ｡その一つ である勇 房の文 書 によると、 田 地の所 有は 226．
6455畝とあり､財産を均一に分けるはずなので、その３倍に祭田
160畝を加えると 839． 9365畝になり､その３倍、 2519． 7畝に祭
田 240畝を加えると総計 2759畝と推定できる。これに読書田や私

































身なりになった。」 ( 4 3 )、「三台門の人物はその性質は特殊で ､

















を引き抜く 〈＊〉な ど。次 に、人へ の損害や迫 害も過度 である 。
親の子への暴力、それによる子の行方不明。養母が子の財産を












もせず、魚 虫花鳥音 楽や色 事に終日 執着する。 女中に手 を出し 、
支出が超過し、娘三人の嫁入りや里帰りで費用が嵩み和房は没
落する。親が朝茶用の水を汲みに行かせた使用人の監視を子に

















（魯迅は 1935年 8月 24日付けの『致蕭軍』で父伯宜は「金を稼ぐ
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流社会の虚偽と腐敗」、「上流社会の堕落」と言う箇所を取り
上げたが、 この故郷 紹興の 「上流社 会」は周房 族を含む と思う 。
その理由を次に述べる。  
















た紹興の人 物の中に は、第 四節（２ ）（３）で 指摘した ように 、
周房族の人もいるし、他家の人もいる。その他に、登場人物と

































喊》自序』 1922年） ( 4 8 )、「腹の底まで大体わかるような気がす
る」（『瑣事』 1926年） ( 4 9 )といったように人を見る眼を成長さ
せてきた。『英訳本《短編小説選集》自序』（ 1933年）で既に
引用した箇所であるが、「私は都市の大家族の中で生長し、～

























に居り、会 議に出席 し、「 執行人」 となり、約 定書に押 印する 。
周作人はまだ帰国していないので押印はないが名前は書かれ、
「執行補助 人」にな ってい る。分割 の理由は「 近年家計 が傾き 、
子孫は仕事 がなく、 人数が 多く、衰 微の様子は 各所で見 られる 。
しかし、富を得て貧困を救う方策もなく、やむを得ず祖智公祭














房は 13世１人、誠房は 13世２人、仁房の礼房は 13世１人・ 14世
１人、義房は 12世２人・ 13世５人、信房は 13世１人、勇房の笠
房 13世１人、笙房は 14世１人、笛房は 12世１人・ 13世３人、計
22人である。中房については裕房は 13世１人・ 14世２人、慎房









1919年 8月 19日八道湾の家の購入契約をする。 1919年 11月 21日二
弟の家族と共に八道湾の家に転居する。 1919年 12月 1日離京､4日
紹興着、 19日送別会出席、 22日消揺漊へ墓参り、 23日家屋売却
に署名、 24日母と三弟及び家族の者と紹興を発つ、 29日八道湾
の家に着くと書かれている。この家屋売却の証文には、致房の
智房と仁房の所有者 12人が署名押印している ( 5 2 )。遂に屋敷の売
却となり、 離郷に至 り、房 族の没落 、離散その ものを体 験する 。  
このように、魯迅は年少の頃から没落と向き合い、没落して
いく周房族の、周冠五の言うような尋常ならざるものを感じ取





























































































うに、魯迅 の短編小 説は「 上流社会 の堕落」と いう一面 を表し 、
紹興の人物をモデルにした小説は紹興の「上流社会の堕落」と
いう一面を表し、その「上流社会」は周家でもあるが、他家で















かずにいれ ばどんな に財産 があって も食いつぶ してしま う）で 、
支出が多く、雇人も多く、魯迅が訪問し寄留 した頃は、魯家は




まくいかなかったと言う ( 5 8 )。このような魯家の没落の事情は、
挙人が出て生活が一変したが、百年も経たぬうちに没落したと







受け、それらの人たちの姿を見、農民たちの生活を知った。   
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には教師を稼業として生活をしのぐ事態になり、中風で 50歳で
急死した ( 6 0 )。酈家は 1915年屋敷を売りに出し、息子たちは母魯






った （ 6 2） 。  
魯迅の母の上の姉の嫁ぎ先は紹興の大家の阮家で、夫、阮有
俊は杭州で の挙人の 試験の 時答案が 突風のため 行方不明 になり 、
茫然自失の状態が続きその年に 46歳で急死した ( 6 3 )。父親が急死
した後、魯迅とほぼ同世代である四人息子、阮羅孫、阮康孫、
阮和孫、阮久孫はみな師爺になる。阮和孫は北京の魯迅を訪問



































はないだろう。   
 
（３）章介眉、王金発、並びに新地方政府に群がる有 力者たち   
魯迅の『論《費厄撥頼》応該緩行』（ 1925年）では、辛亥革
命後の紹興 の都督王 金発は 秋瑾を密 告した首謀 者を逮捕 したが 、
結局釈放してしまい、第二革命が失敗すると、袁世凱の手下が
王金発を銃殺し、秋瑾殺害の首謀者がこれに深く関わっていた
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よいと思う 。支配者 は、地 主、郷紳 や 地位の高 い 役人等 であり 、
支配は封建 社会の制 度、習 俗 、迷信 、低い女性 の地位等 に拠る 。
被支配者は、農民、民衆、寡婦、遊民等である。魯迅は支配被
支配の問題を提示し、「人の思想」の具体的展開活動には尽力
したが、「 人の思想 」並び にそれに 基づく活動 があった ためか 、
また、文化面での活動に限定したためか、支配被支配の問題を
政治として具体的に打開する方向には赴かなかった。  
































捕状が 出され 、 1927年の清党 に憤 慨 し、自 由大同 盟（ 1930年） 、
左翼作家連盟（ 1930年）、民権保障同盟 (1933年 )に参加し、辛
亥革命の不徹底や反動文化人を批判し、反軍閥、反国民党右派
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以上の理由で、魯迅としては複雑な思いがあろうが、周家は
腐敗堕落した紹興の上流社会の一つと考えられ る。  
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層である。 が、事件 が発覚 し、入獄 したのは結 局周介孚 だけで 、













名だけの虚 偽の革命 に終わ った。初 期の目標を 失った王 金発と 、
王金発に群がり自己保身を図っていく有力者たちは、紹興にお
ける腐敗堕落した上層階層の一つであると考えられる。  











































の堕落」の 認識の素 地もま た早くに でき上がっ ていたと 言える 。
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